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事業テーマ 
自ら考え、進んで表現するたくましい神領っ子の育成 

～じんサンタイム(ｽﾘﾝﾌﾟﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)の充実と発展を目指して～ 

取組の目的 

本校は、令和４年度まで取り組んできた、キャリア教育プロジェクト培った地

域の方と「つなぐ」活動を生かしながら、令和５年度より子ども同士が主体的

に関わり合ったり、進んで対話をしたりして「かかわる」「つながる」活動に

眼を向け、主体的、対話的な深い学びの実現を目指してきた。次年度も引き続

き、じんサンタイムの取り組みを継続するとともに、習慣化されたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽ

ｷﾙを教科や行事に繋げ、発展させていくことを目的していきたい。 

区   分 

（○印を付ける） 
新規事業・継続事業（総事業年数 4年間、3年目） 

継続事業の場合、昨年

度の課題を踏まえて

対応した内容 

令和４・５年度は講師を招いてじんサンタイムを学級経営に取り入れるこ

ととなった。令和６年度も引き続きじんサンタイムを発展させていくため

に、講師の先生のご指導をいただきながら、事業をすすめていきたい。 

事業名 事業内容 実施時期 

・関わり方を学ぶ 
 
 
・自己をみつめる 
 
・多様な生き方から学ぶ 
 
 
 
・授業に生かす 

・じんサンタイムを学級経営に取り入れ、他人と
のより良い関わり方や、他人の行動や言葉から
学んでいく姿勢を身に着ける。 

・講義や体験を通して学んだことを、ワークシー
トや ICTを有効に活用して振り返りを行う。 

・異学年交流をはじめ、子どもと子ども、地域と
子どもがつながる活動や、働く大人との交流を
通して、自分自身の生き方について考えを深め
る。 

・じんサンタイムで学んだことを日ごろの授業の
関わり合いの中で実践していく。 

４月～３月 
 
 
４月～３月 
 
７月～１月 
 
 
 
４月～３月 

取組の成果 
・ＳＳＴを月に２回、業前の時間に行うとともに講師を招聘し、児童にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの基礎を学ばせた。 
・講師を招聘し、特別活動や授業へどのように SSTの取り組みを繋げていけばよいのか指導をいただき、
行事や授業の中でより良い価値づけをする意識を高めることができた。 

・授業や体験活動の準備や振り返りにＩＣＴ機器等のツールを活用し、発表や伝える機会をより多く設定
することができた。 

・凧揚げ大会をはじめ、縦割りの活動班による異学年交流を定期的に行った。児童が地域との繋がりをと
おして学ぶ場をより多く設定することができた。 

課題 
・教師も児童も SSTをすることに慣れてきて、スムーズに実施することができるようになってきた半面、
よりレベルアップしていくにはどのようにしたら良いか、講師の先生から新たな示唆をいただいたの
で、引き続き向上心を持って取り組んでいきたい。 

・「かかわる」「つながる」活動を継続して行っていくことで、安心して過ごせるクラス、学校の中で自
信をもって表現できる子どもたちを育てていきたい。 

 


